
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 25 （回答者数）
20

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 保護者、子どもの意見を取り入れながら様々な活動を提供し
ていきたいと思います。

2 色々な遊びを取り入れることで、より多くの活動機会を作っ
ていきたいと思います。

3 急な相談にも対応できるよう、体制を強化していきたいと思
います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
ご多忙な保護者様のニーズに沿いながら、保護者会の開催や
事業所見学会などを提案し、保護者同士の交流を深める機会
を考えていきたいです。

2 児童センターなどのお出かけ機会を増やし、参加できる機会
を増やしたいと思います。

3 職員の専門性を高め、実施する機会を増やしていきたいで
す。

1日預かり時のプログラム。
普段学んでいることが実践できるようなプログラムです。外出
体験を通して、買い物などで金銭感覚を養ったり、公共の場に
出かけることでルールやマナーを実践できています

集団活動におけるコミュニケーション能力、社会性の構築。

簡単なルールのある集団遊びを通してルールを守ることの大切
さを学びます。また、ルールを守って遊ぶことで「楽しかっ
た」という成功体験を積むことでルールを守ることの大切さを
学んでもらいます。

保護者との連携。
定期的にお子様について聞き取りをします。また、利用終了後
の送迎時などにその日にあった出来事を共有しながら、保護
者、子どもの、小さな困り感にも寄り添っています。

ペアレントトレーニング等保護者の勉強の場。
相談等は随時行っておりますが、全体を通しては、ペアレント
トレーニングの提案をできていない家庭が多くなりました。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の場の提供。
コロナ禍で保護者会等の開催機会がなくなってしまったが今後
は検討していきたいです。

地域の他の子どもとの交流

平日は事業所内での活動がメインとなり、地域の他の子どもと
の交流の場が作れていないです。また、一日預かり時は児童セ
ンターに行きますが、利用の関係で参加している子としていな
い子に差があります。

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　イコラ

○保護者評価実施期間
2026年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


